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2 月28日現在（ ）内は前回比、男23,715 (+17）女26,298 (+ 7）計 50,013 (+24）世帯16,816 (+ 5) 
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佐々木市長 

一一1 

3 月 7日開会の、五

所川原市議会で表明し

た、佐々木市長の、平 

j或 6年度の施政方針a) 

要旨を紹介します。 

「ー 

菊ケ丘水郷公園のせせらぎ 

要 
ヒ， 
日 

く
 

昨
年
の
六
月
、
今
期
ニ
期
目
の
就
任
以来
、
私
は
「
意

志
あ
れ
ば
通
ず
る
な
り
」
の
信
念
をも
っ
て
沢
山
の
市
民

と
対
話
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
 

若
者
や
子
供
達
の
未来
に
光
を
あ
て
、
豊
か
で
住
み
よ

い
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
本
年
も
ひ
き
続
き
、
生
涯
四
政
策

を
推
進
す
る
た
め
、
五
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向

け
遭
進
し
て
参
り
ま
す
。
 

の施政方針を表明 
う
 
▼
産
業
の

振
興
 

意
欲
的
な
若
い
担
い
手
の
育
成

や
規
模
の
拡
大
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
 

バ
イ
オ
技
術
の
導
入
に
よ
り
、米
・

リ
ン
ゴ
の
単
作
経
営
か
ら
、
野
菜

や
花
き
を
組
み
合
わ
せ
た
高
生
産

性
農
業
の
確
立
の
た
め
、
昨
年
は

広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
に
バ
イ
オ

開
発
室
を
完
成
、
バ
イ
オ
開
発
基

地
と
し
て
足
腰
の
強
い
農
業
の
実

現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
 

漆
川
工
業
団
地
の
三
十
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
は
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

《
 

し
た
。
工
業
生
産
額
も
七
百
億
円

に
達
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
新
五

市
で
は
第
一
位
の
実
績
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

本
年
は
、
津
軽
自
動
車
道
が
着

工
す
る
な
ど
、
企
業
誘
致
に
は
好

条
件
に
あ
り
ま
す
の
で
、
更
に
、
 

工
業
団
地
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

造
成
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。
 

r
市
街
地
の
堰
の
 

，
 
統
廃
合
を
推
進
 

下
水
道
事
業
の
進
展
と
と
も
に

積
雪
対
策
下
水
道
調
査
事
業
に
よ

り
、
夏
は
せ
せ
ら
ぎ
、
冬
は
流
雪

溝
と
し
て
活
用
で
き
る
調
査
を
昨
 
 

年
よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
 一
日
も早
い
快
適
な
都
市

環
境
実
現
の
た
め
、
ご
協
力
と
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

市
街
地
再
開
発
の
推
進
 

市
街
地
状
況
を
調
査
す
る
土
地

区
画
整
理
事
業
A
調
査
も
終
わ
り
、
 

現
在
実
施
し
て
い
る
B
調
査
の
結

果
が
出
次
第
、
商
店
街
の
合
意
の

中
で
、
駅
前
広
場
の
建
設
、
市
街

地
道
路
綱
の
整
備
、
国
鉄
清
算
事

業
団
用
地
の
活
用
等
、
昨
年
発
足

し
た
「
商
店
街
活
性
化
市
民
懇
談

会
」
 
に於
て
も
、
夢
と
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
 

各
商
店
街
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
市
の
表
玄
関
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
 

,
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施
設
を
建
設
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

▼
移
『
総
 

虫
お
く
り
の
里
 

商
業
や
住
宅
、
レ
ジ
ャ
ー
を
含

め
た
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
機
能
的
に

整
備
す
る
も
の
で
す
。
 

一
 
虫お

く
り
の
丘
 

虫
お
く
り
の
里
の
延
長
軸
の
堺

の
沢
た
め
池
周
辺
に
、
市
民
の
憩

い
の
広
場
と
し
て
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
や
、楽
し
い
施
設
も
設
置
、
 

農
村
公
園
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
十

カ
年
計
画
で
建
設
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
本
年
、
そ
の
第
一
期
工
事

を
着
手
し
ま
す
。
 

虫
お
く
り
の
山
 

市
内
を
一
望
で
き
る
中
州
山
牧

場
を
、
夏
は
観
光
牧
場
、
冬
は
ス

キ
ー
場
と
す
る
 
「中
州
山
牧
場
の

拡
大
計
画
」
事
業
に
、
本
年
よ
り

着
手
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
起
伏
に
富
ん
だ

自
然
を
新
し
い
視
点
か
ら
整
備
す
 
 

る
こ
と
に
よ
り
、
五
所
川
原
の
魅

力
が
一
層
高
ま
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
 

v教
替
鎌
皿（
 

生
き
が
い
の
あ
る
高
齢
者
対
策

と
し
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
の
一
体
化
と
、
在
宅
サ
 

ー
ビ
ス
の
推
進
を
柱
と
し
た
 
「五

所
川
原
市
保
健
福
祉
計
画
」
 
の
施

策
の
展
開
に
適
進
し
ま
す
。
 

県
立
五
所
川
原
東
高
等
学
校
に

本
年
よ
り
、
新
た
に
情
報
コ

ー
ス

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
又
、
平
成
四

年
に
当
市
が
、
国
土
庁
よ
り
、
大

学
設
置
に
お
け
る
学
園
都
市
地
区

基
本
計
画
策
定
調
査
地
区
の
指
定

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年

も
そ
の
実
現
化
に
向
け
て
努
力
し

て
参
り
ま
す
。
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
 

は
、
本
年
の
七
月
に
完
成
し
、
十
 

、
 

 

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
音
響
設
備

を
備
え
た
、
 「森
の
中
の
コ
ン
サ
 

ー
ト
ホ
ー
ル
」
 
と
して
、
ご
満
足

い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
 

▼
肺
鶏
籍
粁
 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
精
神
あ
ふ
れ
る

先
人
達
の
偉
業
を
称
え
、
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
記
念
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
 

こ
れ
を
契
機
に
、
次
代
へ
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
五
所
川
原
を
語

り
、
輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
へ
向

け
、
全
力
を
挙
げ
て
適
進
す
る
決

意
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

完
成
真

近
か
。
 

「ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
」
 

市
立
図
書
館
通
り
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婦人部のお子さんも応援 

,綴耀l ひとりぐらt$4 君 
1、Iうシーにくを 

柳
 

川 

～たのし、、一日～ 

ひとり暮らし老人の 
お楽しみ昼食会 

境
谷

博

顕

さ
ん
（
一
野坪
）
 

平
成
五
年
度
青
森
県
農
業
経
営
士
に
認
定
 

新
吉
郎
代
表
）
で
は
、
三
月
十
一

日
、
市
中
央
公
民
館
で
第
九
回
ひ

と
り
暮
ら
し
老
人
お
楽
し
み
昼
食

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
家
に
こ

も
り
が
ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老

人
に
、
外
へ
出
て
も
ら
い
、
み
ん

な
で
一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
で
、
 

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

‘ー

と
、
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

青
年
会
議
所
会
員
に
よ
る
、
市

の
歴
史
 
「ハ
ル
ニ
レ
と
と
も
に
」
 

の
ス
ラ
イ
ド
を
観
賞
し
た
り
、
鎌

谷
町
婦
人
部
の
歌
・
踊
り
な
ど
、
 

た
の
し
い
一
日
を過
ご
し
ま
し
た
。
 

市
内
一
野
坪
字
坪
実
八
六

ー
一
二

農
業

・
境
谷
博
顕
さ
ん
は
、
こ
の

ほ
ど
平
成
五
年
度
青
森
県
農
業
経

営
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
県
が
地
域
の
農
業
、
 

農
村
の
振
興
を
図
る
た
め
、
四
十

歳
代
か
ら
五
十
歳
代
ま
で
の
、
特

に
優
れ
た
農
業
経
営
と
、
地
域
で
 

境 谷さん 

曾
意
の
花
か
ご
ロ
 

⑥
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
へ
 
 

の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る

農
業
経
営
者
を
認
定
す
る
も
の
で

す
。
 

境
谷
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
機
械

の
導
入
等
に
よ
る
規
模
拡
大
の
経

営
や
、
地
域
の
農
業
振
興
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平

成
四
年
に
は
、
良
質
、
多
収
、
低

コ
ス
ト
の
稲
づ
く
り
の
研
究
な
ど
、
 

先
見
的
稲
作
技
術
の
展
開
に
よ
り
、
 

栄
え
あ
る
 
「田
中
稔
賞
」
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
農
業
経
営
士
と

し
て
、
農
業
後
継
者
の
育
成
な
ど
、
 

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
更
に
活

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
第
二
支
部
 

（姥
子
竹
次
郎
支
部
長
）
と
市
民

生
児
童
協
議
会
第
二
民
協
（
平
山
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

高
飛
車
に
出
る
と
引
っ
込
む
八
つ

当
た
り
 
菅
 

平
 

折
れ
る
だ
け
折
れ
て
芭
は
風
を
喚

ぐ
 

文
 
世
 

好
機
到
来
ま
で
は
三
猿
主
義
で
居

る
 

ふ
み
を
 

大
部
屋
は
花
道
歩
く
夢
ば
か
り
 

ぶ
ん
じ
 

く
す
り
よ
り
添
え
寝
の
母
の
あ
た

た
か
さ
 

仁
 
丸
 

屠
蘇
で
聴
く
宮
城
道
雄
の
春
の
海
 

清
 
吉
 

客
が
来
て
母
の
小
言
が
丸
く
な
る
 

一
 
策
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〇
岡
中
三
五
所
川
原
店
ハ
ン
ド
ル
会
（
会
員
八
十
名
・
長
谷
川
仁
会
長
）
廿
十
万円
。
 

⑥
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
へ
 
〇
日
立
東
部セ
IIIコ
ン
ダ
ク
タ
岡

（
山
本
雅幸
取
締
役
社
長
）
廿
開
館
記
念

と
し
て
日
立
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ
ー
台
と
、
ワ
イ
ド
対
応
テ
レ
ビ
ー
台
。
 

＠
五
所
川
原
第
三
中
学
校
へ
 
〇
晃
玄
産
業

（
江良
力
代
表
）
廿
二
十
万
円
。
〇
江
良
産
業

（同
）

廿
四
十
万
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 
〇
映
画
「
月
光
の
夏
」
鑑
賞
会
（石
岡
喜
一
郎
会長
・
野
里
・
牧
ノ
原
）
廿四
万
四
百
三
十
一
円
。
 

〇
市
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
部
（
佐々

木
み
束
代
表・
上平
井
町
1
1
九
）廿
二
万
円
。
〇
長
深
英
一
さ
ん
（小
典
ハ
ーー
「）
廿五
万
円
。
 

⑥
教
育
振
興
会
へ
 
〇
釜
一
舞
鳶

（川
端
町
査）
〇
釜
庖
裕
氏

（新
宮
町
本
茜
）
廿
香
典
返
し
と
し
て
百
万
円
o
 

⑥
美
術
館
建
設
期
成
会
へ
 
〇
釜
蒐
理
氏
、
釜
庖
裕
氏
什
同
百
万
円
。
 

新
吉
郎
代
表
)
で
は
、

三
月
十

円
、
市
中
央
公
民
館
で
第
九
回
ひ

と
り
暮
ら
し
老
人
お
楽
し
み
畳
食

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
家
に
こ

も
り
が
ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老

人
に
、
外
へ
出
て
も
ら
い
、
み
ん

な
で

一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
で
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
1

1
と
、
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

青
年
会
議
所
会
員
に
よ
る
、
市

の
歴
史
「
ハ
ル
ニ
レ
と
と
も
に
」

の
ス
ラ
イ
ド
を
観
賞
し
た
り
、
鎌

谷
町
婦
人
部
の
歌

・
踊
り
な
ど
、

た
の
し
い
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

口
H

E
I」

ひとり暮ら L老人の
お楽Lみ昼食会

~たの
市
社
会
福
祉
協
議
会
第
二
支
部

(峰
子
竹
次
郎
支
部
長
)
と
市
民

生
児
室
協
議
会
第
二
民
協

(平
山

境
谷
博
顕
さ
ん
(
一
野
坪
)

平
成
五
年
度
青
森
県
農
業
経
営
士
に
認
定

@
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
へ

O
側
中
三
五
所
川
原
庖
ハ
ン
ド
ル
会

(会
員
八
十
名

・
長
谷
川
仁
会
長

)H
十
万
円
。

@
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
へ

O
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
附

(山
本
雅
幸
取
締
役
社
長

)
H
開
館
記
念

と
し
て
目
立
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ

一
台
と
、
ワ
イ
ド
対
応
テ
レ
ビ

一
台
。

@
五
所
川
原
第
三
中
学
校
へ

O
晃
玄
産
業

(江
良
力
代
表
)

H
H
二
十
万
円
。

o江
良
産
業

(同

)
H
四
十
万
円
。

@
社
会
福
祉
へ

O
映
画

「月
光
の
夏
」
鑑
賞
会

(石
岡
喜

一
郎
会
長

・
野
里
・
牧
ノ
原
)
リ
四
万
四
百
三
十

一
円
。

O
市
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
部
(佐
々
木
み
ゑ
代
表
・
上
平
井
町
麦
)
H
H
二
万
円
。
O
長
漂
英
一

さ
ん
(小
曲
九
八
1

一口
)H
五
万
円
。

お
さ
む

。
教
育
振
興
会
へ

O
釜
一
泡
理
氏

(川
端
町
主
)
O
釜
一
泡
裕
氏

(新
宮
町
六
七
回

)
H
香
典
返
し
と
し
て
百
万
円
。

@
美
術
館
建
設
期
成
会
へ

O
釜
一
泡
理
氏
、
釜
若
裕
氏
H

同
百
万
円
。

市
内

一
野
坪
字
坪
実
八
六
l

三

農
業
・
境
谷
博
顕
さ
ん
は
、
こ
の

ほ
ど
平
成
五
年
度
青
森
県
農
業
経

営
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
が
地
域
の
農
業
、

農
村
の
振
興
を
図
る
た
め
、
四
卜

歳
代
か
ら
五
十
歳
代
ま
で
の
、
特

に
優
れ
た
農
業
経
営
と
、
地
域
で

婦人部のお子さんも応援

善
意
の
桔
か
ご

谷さん

の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る

農
業
経
営
者
を
認
定
す
る
も
の
で

す
。境

谷
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
機
械

の
導
入
等
に
よ
る
規
模
拡
大
の
経

営
や
、
地
域
の
農
業
振
興
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平

成
四
年
に
は
、
良
質
、
多
収
、
低

コ
ス
ト
の
稲
守
つ
く
り
の
研
究
な
ど
、

先
見
的
稲
作
技
術
の
展
開
に
よ
り
、

栄
え
あ
る
「
田
中
稔
賞
」
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
農
業
経
営
士
と

し
て
、
農
業
後
継
者
の
育
成
な
ど
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
更
に
活

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

境

ーE

圃
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川
柳
岩
木
吟
社

平成6年4月 1日

高
飛
車
に
出
る
と
引
っ
込
む
八
つ

当

た

り

菅

平

折
れ
る
だ
け
折
れ
て
芭
は
風
を
嘆

ぐ

文

世

好
機
到
来
ま
で
は
三
掠
主
義
で
居

る

ふ

み

を

大
部
屋
は
花
道
歩
く
夢
ば
か
り

ぷ
ん
じ

く
す
り
よ
り
添
え
寝
の
母
の
あ
た

た

か

さ

仁

丸

屠
蘇
で
聴
く
宮
城
道
雄
の
春
の
海

客
が
来
て
母
の
小
言
が
丸
く
な
る

一

策



「
一
挙
に
も
え

る
、
歌
・
踊
り
・
寸
劇
」
 

梅
田

・
梅
田
町
内
会
・
梅
田
分
館
 

「
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
」
 

（
福
寿草
）
 

菊地孝三郎さん 
（新 町） 

な
「
か
し
い
で
す
ね
。
子
供
の
頃
、
雪
が
消
え
る
と
、
大
間
越
の

山
の
斜
面
や
、
小
さ
な
た
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
に
、
い
ち
め
ん
咲
い
て
い

ま
し
た
。
 

こ
の
花
は
、
つ
い
こ
の
間
、
鉢
植
え
の
も
の
を
買
っ
て
プ
ラ
ン
タ
 

ー
に
植
え
替
え
た
ば
か
り
で
す
。
花
の
可
れ
ん
さ
に
比
べ
て
根
は
大

き
い
の
で
、
鉢
で
買
っ
た
ら
や
は
り
地
植
え
が
い
い
で
し
よ
う
。
 

雪
の
中
で
咲
く
こ
の
黄
色
い
花
を
見
る
と
、
や
は
り
春
を
感
じ
ま
 

す
ね
。
 

草
 

寿
 

福
 

5 平成 6年 4月1日 

青年部・婦人部 

年
に

一
度
、梅
沢
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建

物
が
、
人
、
人
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
日
が
あ
り
ま
す
。
 

町
内
会

（
斎
藤
茂行
会
長
）
と
分
館
（
佐
藤
桃
太
郎

分
館
長
）
共
催
の
、
今
年
で
九
回
目
と
な
っ
た
 
「演

芸
発
表
会
」
で
す
。
出
演
す
る
人
は
婦
人
会
を
筆
頭

に
、
栄
幸
園
、
梅
泉
小
学
校
、
梅
泉
児
童
館
、
老
人
 

梅泉児童館の「宮殿の舞」 

ク
ラ
ブ
、
青
年
会
、
と
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
 

村
中
挙
げ
て
の
演
芸
会
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
は
、
送
迎
バ
ス

を
出
し
て
の
ご
招
待
と
な
り
ま
す
。
観
客
三
百
名
、
 

出
演
者
百
五
十
名
、
ロ
ビ
ー
も
廊
下
も
カ
ラ
フ
ル
な

衣
装
と
弾
ん
だ
声
が
行
き
交
い
ま
す
。
 

「う
れ
し
い
こ
と
に
今
年
は
梅
泉
青
年
会
が
参
加

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
農
業
、
商
業
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
、
職
種
の
違
う
青
年
達
が
心
を
ー
つ
に
して
、
 

こ
れ
か
ら
も
町
内
の
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て

く
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
心
強
い
も
の
を
感
じ
て
い

ま
す
い
と
、
分
館
主
事
の
神
光
則
さ
ん
。
 

虫
お
く
り
や
盆
踊
り
な
ど
、
今
年
も
忙
し
く
な
り

ま
す
よ
、
と
明
る
く
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

訪問 

露＠層＠）町内 

青年会の「ニ人羽織り」 

舞台背景の絵は慈眼寺の三浦住職の作品です。 
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「
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
L

(福
寿
草
)

菊地孝三郎さん
(新町 )

な
つ
か
し
い
で
す
ね
。
子
供
の
頃
、
雪
が
消
え
る
と
、
大
間
越
の

山
の
斜
面
や
、
小
さ
な
た
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
に
、
い
ち
め
ん
咲
い
て
い

ま
し
た
。

こ
の
花
は
、

つ
い
こ
の
間
、
鉢
植
え
の
も
の
を
買
っ
て
プ
ラ
ン
タ

l
に
植
え
替
え
た
ば
か
り
で
す
。

花
の
可
れ
ん
さ
に
比
べ
て
根
は
大

き
い
の
で
、
鉢
で
買
っ
た
ら
や
は
り
地
植
え
が
い
い
で
し
ょ
う
。

雪
の
中
で
咲
く
こ
の
黄
色
い
花
を
見
る
と
、
や
は
り
者
を
感
じ
ま

す
ね
。

寿草福

平成6年4月 1日5 
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農業後継者に 
可愛いお嫁さんを～。 

『らョi三、八 C誠‘と、に三、へ 
‘眺βりじメI災．30 

のぐり国』 

0)41総鴛っぐ多楚珠III登I力 
どなたでも参加できます 

「おめでとうノ」上明戸アナウンサー（RAB 
の声も弾みます。 

ほ
ぐ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
意
中
の
人
の

名
前
を
カ
ー
ド
に
記
入
す
る
告
白

タ
イ
ム
で
は
、
う
れ
し
い
こ
と
に

二
組
が
誕
生
。
会
場
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
 

主
催
者
側
は
、
今
回
、
参
加
者

全
員
に
配
布
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
を
基
に
、
よ
り
楽
し
い
出
会

い
の
場
を
つ
く
ろ
う
、
と
、
こ
の

秋
は
、
野
外
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
 

り
 
と
な

る
頃
に
は
、
初
め
の
緊
張
も
 

他
の
産
業
の
職
種
と
違
っ
て
、
 

女
性
と
出
会
う
機
会
の
少
な
い
農

業
後
継
者
に
、
交
際
の
き
っ
か
け

と
な
る
場
を
提
供
し
よ
う
、
と
、
 

市
農
業
委
員
会
は
、
三
月
四
日
、
 

藤
吉
郎
で
、
若
者
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
市
内
各

地
域
か
ら
、
男
性
二
十
四
人
と
女

性
二
十
二
人
。
今
年
で
六
回
目
と

な
り
ま
す
。
 

泉
谷
正
志
市
農
業
者
年
金
協
会

長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
 

自
己
紹
介
の
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
、
 

更
に
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ

ケ
タ
イ
ム
、
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、
 

は
じ
め
は
緊
張
 
。
 

県立自然ふれあいセンター “春を感じながらのんびり登ろう、焚珠山．ク” 

●定員50名（定員になり次第締め切ります。） 

程 
9 15 受付（自然ふれあいセンター） 

9 30 開会式・ォリエンテーション 

10:00 登山 

12: 00 昼食・休憩（野外） 

12:40 下山 
14: 30 閉会式・解散 

（荒天時には日程の変更もあり得ます（コ） 

■参加者持ち物 
・昼食・水筒（飲み物） 

準備できる人は下記のものも。 
・双眼鏡等観察用具・かんじき 

■参加者服装 

・登山活動にふさわしいもの。 （雨具、 

帽子、汗ふき、手袋） 

・履物は、登山道に残雪が予想 さ才1る

ので 「長靴」 が最適です。 
・下山後、センター内で着替え がで・き

ます。 
■申し込み 
・電話で直接 「県立自然ふれあ し、セン 

ター」 へ。 廿0172 (62) 4527 
・申し込み締め切り 

平成 6 年 4 月 4 日（月） 

日

9
9

1
01
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他
の
産
業
の
職
種
と
違

っ
て、

女
性
と
出
会
う
機
会
の
少
な
い
農

業
後
継
者
に
、
交
際
の
き

っ
か
け

と
な
る
場
を
提
供
し
よ
う
、
と
、

市
農
業
委
員
会
は
、

三
月
四
日
、

藤
吉
郎
で
、
若
者
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
市
内
各

地
域
か
ら
、
男
性
二
十
四
人
と
女

性
二
卜
二
人
。
今
年
で
六
回
目
と

な
り
ま
す
。

泉
谷
正
志
市
農
業
者
年
金
協
会

長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

自
己
紹
介
の
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
、

更
に
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
l
ム
、
カ
ラ
オ

ケ
タ
イ
ム
、
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、

(R A B) 「おめでとう /J上明戸アナウンサー
の声も弾みます。

は
じ
め
は
緊
張
|
。

と
な
る
頃
に
は
、
初
め
の
緊
張
も

ほ
ぐ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
意
中
の
人
の

名
前
を
カ
l
ド
に
記
入
す
る
告
白

タ
イ
ム
で
は
、
う
れ
し
い
こ
と
に

二
組
が
誕
生
。
会
場
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

主
催
者
側
は
、
今
回
、
参
加
者

全
員
に
配
布
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
を
基
に
、
よ
り
楽
し
い
出
会

い
の
場
を
つ
く
ろ
う
、
と
、
こ
の

秋
は
、
野
外
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
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どなたでも参加できます
(定員になり次第締め切ります。)

・参加者服装

・登山活動にふさわしいもの。

帽 子 、 汗 ふ き 、 手 袋 )

・履 物 は 、 登 山 道 に 残 雪 が 予 想 さ れ る

ので「長靴」が最適です。

-下 山 後 、 セ ン タ ー 内 で 着 替 え が で き

ます。

・申し込み
・電話で直接「県立自然ふれあいセン

タ ー 」 へ。 宮 0172 (62) 4527 

-申し込み締め切り

平成 6年 4月 4日(月)

党珠山.ゲ"“春を感じながらのんびり登ろう、

のんびりゆっ
4月10日⑮荒天決行

陸軍司言臨調mi1IiiJ四liJ回配置置

(雨具、

-定員50名
・日 平呈

9 : 15 受付(自然ふれあいセンター)

9 : 30 開会式・オリエンテーション

10 : 00 登山

12 : 00 昼食 ・休憩(野外)

12 : 40 下山

14 : 30 閉会式・解散

(荒天時には日程の変更もあり得ます。)

・参加者持ち物

-昼食 ・水筒(飲み物)

準備できる人は下記のものも 0

.双眼鏡等観察用具 ・かんじき
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私
な
り

の
ゴ
ミ
処
理
 

ど
ん
ど
ん
増
え
る
ゴ
ミ
。
あ
な

た
な
ら
、
ど
ん
な
処
理
を
し
て
い

ま
す
か
。
川
や
自
然
を
守
る
た
め

の
、
工
夫
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

青
年
や
婦
人
の
方
が
中
心
に
な
 

「
て
、
町
内
の
み
な
さ
ん
が
、
心

た
の
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
 

各
地
区
の
お
ま
つ
り
、
ス
ポ

ー
 

ツ
、
子
供
会
な
ど
、
若
々
し
く
活

躍
さ
れ
て
い
る
町
内
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
ご

一
報
を
。
 

あ
な
た
の
地
区
の
情
報
を
 

隣
近
所
の
た
の
し
い
話
題
、
珍

し
い
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
。
 

広
報
編
集
室

（
内線
三
一
八
）
 

（
先
ずお
電
話
を
く
だ
さ
い
）
 

緑 

と 

私 

と
「
て
お
き
、
あ
な
た
の
お
気

に
入
り
の
「
緑
」
、見
せ
て
く
だ
さ

い
ま
せ
ん
か
。
心
、
ひ
か
れ
る
庭
 

広
報
「
ご
し
ょ
が
わ
ら
」
よ
り
 

次
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
 

の
木
、
花
、
草
。
窓
辺
の
一
鉢
。
 

道
端
の
花
々
な
ど
。
 

ほ
の
ぼ
の
町
内
 

年 

福 

老 

齢 

祉 

金 

,
 

議 

あ
っ
た
か
ー
い
、
手
づ
く
り

の
数
々
 

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

『
卵
国

口
暴
会
』
 

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
く
る

み
園
」
 
では
三
月
九
日
、
入
居
者

五
十
人
の
丹
精
こ
め
た
手
づ
く
り

の
作
品
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
年
で
六
回
目
と
な
っ
た
こ
の

展
示
会
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
 

週
三
回
行
わ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
活

動
の
成
果
を
発
表
し
た
も
の
です
。
 

会
場
に
は
、
俳
旬
、
川
柳
、
書

道
の
他
、
稲
の
モ
ミ
を
一
粒
ず
つ

張
っ
た
絵
画
や
、
入
居
者
全
員
で
 
 

卵
の
殻
に
色
づ
け
し
て
張
り
合
わ

せ
た
大
作
「
漆
川
の
獅
子
舞
」
 
の

壁
画
、
九
十
一
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
、
メ
ル
ヘ
ン
調
の
花
の
壁
掛

け
な
ど
、
み
ご
と
な
手
芸
作
品
、
 

人
形
、
陶
器
な
ど
が
並
び
、
材
料

費
の
み
の
、
格
安
で
販
売
し
た
作

品
は
品
切
れ
に
な
る
程
の
人
気
で

し
た
。
 

会
場
に
は
こ
の
他
「
そ
ば
」
 
や
 

「お
し
る
こ
」
 
の模
凝
店
も
設
け
 
 

ら
れ
、
市
老
連
《l
k
能
部
の
、
歌

・

お
ど
り
な
ど
も
賑
や
か
に
、
入
居

者
達
は

一
般
市民
と
の
楽
し
い
、
 

ふ
れ
合
い
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
 

壁
画
 

「漆
川
の
獅
子
舞
い
」
 

四
月
期
の
老
齢
福

祉
年
金
を
受
け
と
っ

た
ら
緑
色
の
国
民
年

金
証
書
を
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
物
価
上
昇
に
伴
い
増

額
し
た
新
年
金
額
を
平
成
六
年
八

月
期
支
払
い
欄
に
記
入
す
る
た
め

で
す
。
 

こ
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
 

八
月
期
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
 

レ
 

陶器も、どこかやさしい 
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あ
っ
た
か
l
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手
ぃつ
く
り
の
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重

市
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養
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ホ
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ぜ
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h
旧
日

ω
司

a
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市
立
養
諮
老
人
ホ
l
ム

み
園
」
で
は
三
月
九
日
、
入
居
者

五
十
人
の
丹
精
こ
め
た
手
づ
く
り

の
作
品
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
で
六
回
目
と
な
っ
た
こ
の

展
示
会
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、

週
三
回
行
わ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
活

動
の
成
果
を
発
表
し
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
俳
句
、
川
柳
、
書

道
の
他
、
稲
の
モ
ミ
を
一
粒
ず
つ

張
っ
た
絵
画
や
、
入
居
者
全
員
で

「
く
る

卵
の
殻
に
色
づ
け
し
て
張
り
合
わ

せ
た
大
作
「
漆
川
の
獅
子
舞
」
の

壁
画
、
九
十

一
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
、
メ
ル
ヘ
ン
調
の
花
の
壁
掛

け
な
ど
、
み
ご
と
な
手
芸
作
品
、

人
形
、
陶
器
な
ど
が
並
び
、
材
料

費
の
み
の
、
格
安
で
販
売
し
た
作

品
は
品
切
れ
に
な
る
程
の
人
気
で

し
た
。会

場
に
は
こ
の
他
「
そ
ぱ
」
や

「
お
し
る
こ
」
の
模
凝
庖
も
設
け 邑ー陶器も、どこかやさしい
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「
ぐ
る
み
園
」

ら
れ
、
市
老
連
芸
能
部
の
、
歌
・

お
ど
り
な
ど
も
賑
や
か
に
、
入
居

者
達
は

一
般
市
民
と
の
楽
し
い
、

ふ
れ
合
い
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た。
壁
画

「漆
川
の
獅
子
舞
い
」

広
報
「
ご
し
ょ
が
わ
ら
L

よ
り

次
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す

の
木
、
花
、
草
。
窓
辺
の

一
鉢
。

道
端
の
花
々
な
ど
。

ほ
の
ぼ
の
町
内

青
年
や
婦
人
の
方
が
中
心
に
な

っ
て、

町
内
の
み
な
さ
ん
が
、
心

た
の
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

各
地
区
の
お
ま
つ
り
、
ス
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ツ
、
子
供
会
な
ど
、
若
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し
く
活

躍
さ
れ
て
い
る
町
内
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
ご

一
報
を
。

両
川
間
凶

と
っ
て
お
き
、
あ
な
た
の
お
気

に
入
り
の
「
緑
」
、
見
せ
て
く
だ
さ

い
ま
せ
ん
か
。
心
、
ひ
か
れ
る
庭

圏
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圃

四
月
期
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祉
年
金
を
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け
と
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の
国
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金
証
書
を
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

私
な
り
の
ゴ
ミ
処
理

ど
ん
ど
ん
増
え
る
ゴ
ミ
。
あ
な

た
な
ら
、
ど
ん
な
処
理
を
し
て
い

ま
す
か
。
川
や
自
然
を
守
る
た
め

の
、
工
夫
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
地
区
の
情
報
を

隣
近
所
の
た
の
し
い
話
題
、
珍

し
い
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
。
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こ
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は
、
物
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上
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に
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い
増

額
し
た
新
年
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額
を
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成
六
年
八

月
期
支
払
い
欄
に
記
入
す
る
た
め

で
す
。

こ
の
提
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を
忘
れ
て
い
る
と
、

八
月
期
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
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、
 検針にご協力ください 

ー
五
月
分
の
料
金
か
ら
適
用
ー
 

粧
雄
古
 

⑥
水
道
メ
ー
タ

ー
の
除
雪
を

冬
期
間
の
水
道
使
用
料
は
、
 

積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
が
見

ら
れ
ず
推
定
に
よ
り
算
定
し

納
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
の
改
定
に
よ

り
五
月
分
（
五
月
検
針
分
）
 

か
ら
新
料
金
と
な
り
ま
す
の

で
、
精
算
の
た
め
四
月
分
は

必
ず
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
四
月

一
日
か
ら
検
針
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
、
 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ま
わ
り
の

除
雪
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
 

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は

水
道
事
業
所
ま
で
 

云

三
四

I
九

一
一
一
）
 

―改定料金― 
ト従量料金（lmにつき） 

・慧 U-fl, 	AJJ 
全部の蛇口をしめたときメーター 

の1リットル針かパイロツトが少し

でも回っていると漏水していること

があります。至急給水工事指定業者

に修理を依頼し、水道事業所に届出

をしてください。 

検針は、水道料金を決める大切な

仕事です。正確に能率よくするため

に、メーターはいつも見られる状態

にしておいてください。 

⑨メーターボツクスの上に物を置か

ないようにしてください。 

⑨犬は出入口やメーターボックスか

ら離して、つないでください。 

ト基本料金（1 カ月につき） 

口 径 現行料金 改定料金 引上げ額 改定率 

13mm 780円 1 ,050['l 270円 34.62% 

20mm L575円 2,100円 525円 33.33% 

25mm &320円 4,400円 1,080円 32.53% 

30rnrii 5,370円 7,000円 1,630円 30.35% 

伽
  

9,000円 11,700円 2,700円 30.00% 

50mm 27,400円 35,500円 8,100円 29.56% 
~~ 

‘っ mm 55,400円 71,500円 16,100円 29.06% 

100mm 93,750円 121,000円 27,250円 29 .07% 

1加mm以上 200,000円 220,000円 20,000円 10.00% 

※上記の基本料金・従量料金には消費税が含まれています。 

「
広
報
ご

し
ょ

が
わ
ら
」
一
一
一

月
十

五
日
号
で

お
知
ら

せ
の
と

お
り
、
新
料
金
が

四
月
一
日
よ

り
実
施
さ
れ

ま
す
。

実
質

的
に

は
四
月
の
使
用
水

量
が

五
月
検

針
で

す
の
で

五
月
分

の
料
金
か

ら
適
用

と
な

り
ま
す
。
 

今
回

の
改
定
率

は
平
均
で

三

八
・

六
四
％
で

す
が
、
 
一
般
家

庭
用
口
径
十

三
皿
で

ー
カ
月
十
 

五
が
使

用
の
場
合
、

七
九

五
円
 

（
三
五
・

二
五
％

）
の
増
額

と

な
り

ま
す
。
 

水
道
事
業
財

政
は
、

独
立
採

算
制
で

市
の
税
金
で

は
な
く
、
 

み
な
さ
ま
か

ら

い
た
だ

い
た
料

金
収
入
で

賄
っ

て
い
る
実
情
を

ご
考
慮

の
う
え
、

特
段

の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お

願

い
い
た
し

ま
す
。
 

用途及び種別 区 	分 現行料金 改定料金 弓比げ額 改定率 

一
 

般
 

用
  

13 	mm 

第 1段 1~ 10m 80円 110円 30円 37.50% 

第 2段 11-2Om 135円 180円 45円 33.33% 

第3段 21-30n? 176円 230円 54円 30.68% 

第 4段 31ポ以上 233円 310円 77円 33.05% 

20-25mm 

第1段 1 -'10nf 81円 120円 39円 48.15% 

第 2段 11'--20nf 157円 220円 63円 40.13% 

第3段 21~30n? 235円 320円 85円 36 一 17% 

第 4段 31 m以上 292円 390円 98円 33.56% 

30mm以上 
第 1段 1 	-30ni 350円 480円 130円 37.14% 

第 2段 31ポ以上 425円 600円 175円 41. 18% 

浴 	場 	用 160円 220円 60円 37.50% 

公 	設 	プ ー 	ル 160円 220円 60円 37.50% 

工 業 用 
4,500 ポまで一般用の例による 

も501ポ以上 255円 340円 85円 33.33% 

平成 6年4月 1 日 8 

ー
五
月
分
の
料
金
か
ら
適
用

l

「
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
」

月
卜
五
日
号
で
お
知
ら
せ
の
と

お
り
、
新
料
金
が
四
月
一
日
よ

り
実
施
さ
れ
ま
す
。
実
質
的
に

は
四
月
の
使
用
水
量
が
五
月
検

針
で
す
の
で
五
月
分
の
料
金
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
定
率
は
平
均
で
三

八
・
六
四
%
で
す
が
、
一
般
家

庭
用
口
径
十
三

m
で

一
カ
月
十

~~酬が伊一一 司--......

漏水していませんか
全部の蛇口をしめたときメーター

の1リッ トル針かパイロットが少し

でも回っていると漏水していること

があります。至急給水工事指定業者

に修理を依頼し、水道事業所に届出

をしてくださし1。

メ

タ

五
ぱ
使
用
の
場
合
、

(
三
五

・
二
五
%
)

な
り
ま
す
。

水
道
事
業
財
政
は
、
独
立
採

算
制
で
市
の
税
金
で
は
な
く
、

み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
料

金
収
入
で
賄
っ
て
い
る
実
情
を

ご
考
慮
の
う
え
、
特
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。ノfイロット

七
九
五
円

の
増
額
と

(検針にと協力ください〕

検針は、水道料金を決める大切な

仕事です。正確に能率ょくするため

に、メーターはいつも見られる状態

にしておいてくださし'0
。メーターボックスのよに物を置か

ないようにしてください。

@
水
道
メ
ー
タ
ー
の
除
雪
を

冬
期
間
の
水
道
使
用
料
は
、

約
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
が
見

ら
れ
ず
推
定
に
よ
り
算
定
し

納
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
の
改
定
に
よ

り

μ川
分

(μη
検
針
分
)

か
ら
新
料
令
と
な
り
ま
す
の

で
、
日
刊
誌
の
た
め
問
月
分
は

必
ず
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
月

一
円
か
ら
検
針
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ま
わ
り
の

除
雪
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
洋
し
い
こ
と
は

水
道
事
業
所
ま
で

(宮
三
四
'
九
一
一
一
)

。犬は出入口やメーターボックスか

ら離して、つないでください。

-改 定 料 金一

官むず

8 

砂従量 料金 (lnfにつき)

JtJ途及び種別 rK 分 現行料金 改定料金 引上げ客員 改定ネ

第 1段 1 ~10 n-f 80円 110円 30円 37.50% 

第 2段 11~20 n-f 135円 180円 45円 33.33% 
13 mm 

第 3段 21~30 n-f 176円 230円 54円 30.68% 

第 4段 31nf以上 233円 310円 77円 33.05% 

般
第 1段 1 ~10mJ 81円 120円 39円 48.15% 

第 2段 11~20nf 157円 220円 63jTj 40.13% 
20~25 111111 

第 3段 21~30nf 235円 320円 85円 36.17% 

用
第 4段 31n-f以上 292円 390円 98円 33.56% 

第 1段 1 ~30nf 350円 480P:j 130円 37.14% 
30111111以上

第 2段 31n-f以上 425円 600円 175円 41.18% 

浴 場 用 160円 220円 60円 37.50% 

公 設 プ /レ 160円 220円 60円 37.50% 

工 業用
4，500n-fまで一般用の例による

4，501 nf以上 255円 340円 85円 33.33%

平成6年4月 ]υ

口径 現行料金 改定料金 引J二げ額 改定主幹

13mm 780円 1，050円 270円 34.62% 

20mm 1，575円 2，100円 525円 33.33% 

25mm 3，320円 4，4oofIj 1，080円 32.53% 

30mru 5，370円 7，000円 1，630円 30.35% 

40mm 9，0∞円 11，700円 2，700円 30.00% 

50mm 27，400円 35，500円 8，100円 29.56% 

75mm 55，400円 71，500円 16，100円 29.06% 

l∞酬 93，750円 121，000円 27，250円 29.07% 

150m減i上 200，000円 220，∞0円 20，000円 10.00% 

※上記の基本料金・従量料金には消費税が含まれています。

砂基本料金 (lヵ月につき)



県内の交通事故概況繊腰謂策協議会 
'2 月 累 引 飲酒運転による死者 (2) 

発
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者
 

晶
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死 

名 
高 齢 者 の 死 者 4 

(4)  

び） 

一〕 

ち 

シ
ー
ト
べ
ル
ト
 

着 用 義 務 者 
（着けなければならない人） 

4 
(5)  

非 着 用 者 
（着けていなかった人） 

3 
(5) 

藻 品
  

帥
「
  

着けていれば助かっ
たと思われる人 

2 
(3) 

( ）内は前年。累計は 1月から。速報値のため後日変更することがあります。 

春の全国交通安全運動 
平成 6年4月 6 日～15日 

〈スローガン〉 
～とびだすな ひと息ついて 

みぎ・ひだり～ 

募集 します 

中央公民館 

みんなの教室 

いっしょに始めてみませんか 

＞期間 5月中旬より12月ごろまで（開講日は

後ほどハガキで個人宛に通知します。） 

）内容 健康、豊かな人生、レクリェーション、 

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学

習します。 

ン受講料 無半斗（ただし、実費は必要です） 

＞申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、 

氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、 

お申し込みください。（希望教室は1人で1教

室です） 

＞申し込み締め切り 5月 6 日（田 （各教室とも

先着順で定員になり次第締め切りとなります） 

※申し込みと問い合わせ 市中央公民館 

（市内鎌谷町117-7 " 35-6056番） 

教室名 曜日 時 	間 定員 講師 氏名 

茶 	道 水 
午10 】 00'-
前 12 】 00 20 

裏千家 
松坂 宗和先生 

生 	花 木 
10 : 00- 

12 : 00 20 
遠州流 
渋谷 とく先生 

料 	理 木 
10 : 00- 

12 : 00 30 山本 	淳先生 

洋 	裁 土 
10 : 00- 

12 : 00 20 野呂三枝子先生 

着 	付 金 
10 : 00- 

12 : 00 30 鶴谷公美子先生 

盆 	栽 木 
18 : 00- 

20 : 00 20 山本 善蔵先生 

スポーッ 火 
10 : 00- 

12 : 00 60 藤田 妙子先生 

書 	道 水 
10 : 00- 

12 : 00 25 
東奥書道 
時田 智子先生 

藤 手 芸 火 
10 : 00-- 

12 】 00 20 藤森 せっ先生 

日本舞踊 金 
10 : 00- 

12 : 00 
何名
でも 

藤間 綾彩先生 

パッチワーク 木 
9 】 30--- 
11: 30 20 三上 久子先生 

英 	語 土 
19 : 00- 

21: 00 20 斎藤 志伸先生 

労働保険の納付はお済みですか 

器g緩篇蛋保険料の申告の時期がきました。 
⑨提出期限は 5月16日です。銀行又は郵便局等

へ提出・納付一してください。 

又、 申告・納付一が同時に出来ないときは、 申

告書を最寄りの労働基準監督署又は、青森労働

基準局・県雇用保険課へ提出しご相談ください。 

申告書受け付け及び作成指導日程 

月勺戎 6年 4月21日 午前10時～午後 38寺

場所 西北労働基準協会 

青森労働基準局・青森県雇用保険課 

9 平成6年4月 1日 

平成 6年度 

あすなろ尚学院五所川原校 
「青森県あすなろ尚学院」は、高齢者の生涯

学習と社会参加活動による生きがいの創造を目

指し、青森県教育委員会が開設している「50歳

からの大学」です。 

あなたも、生活・文学・地域社会学・環境な

ど幅広い分野の体系的な学習を通して、豊かで

みのりある暮らしをしてみませんか。 

1 期間 平成 6年5月～12月 

(1カ月 4-5日程度） 

2 場所 市中央公民館（市内鎌谷町） 

4 募集人員 

5 申し込み 

交通事故概況 
（平成 6年 3 月20日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 内 二五所川原市管内 

発
生
  

1
  

・

く
 

5
1
 
7

0
 
8
0
 

 
、
ノ
 
 

Iく
 

7
1
 
8

1
  

)
  死

者
  

1

一
 

1
8
  

(- 
0 
1) 

傷
者
  

h
乙
 

●

く
 

0
2
 
1
0
 
7
7
 

 
う
  

9
1
 
3
4
 

 
く
 

、
ノ
 
 

( ）内は前年対比 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全 

3 内容 今年度は「生マ舌」「文学 i 1j也域社会！学 I 

6 申し込み 

内容 今年度は「生活」「文学」「地域社会学」 

「環境」の4科目を各14時間と各地区

校の自主割一画学習4時間（年間合計60 

時間）及びクラブ活動等 

募集人員 50歳以上の方40人（申し込み多数

の場合は抽選となります。） 

申し込み 平成6年4月 6 日（水）-23日（土） 

申し込み先 市教育委員会 社会教育課 

（内線250) 

交通安全は家庭から 

, 

募集 します

|同民館
みんなの教室
いっしょに始めてみませんか

じ>期間 5月中旬より 12月ごろまで(開講日は

後ほと‘ハガキで個人宛に通知します。)

じ>内容 健康、豊かな人生、レクリェーション、

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学

習します。

b受講料 無料(ただし、実費は必要です)

b申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、

氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、

お申し込みください。(希望教室は 1人で 1教

室です)

仁〉 申し込み締め切り 5月 6日(剣 (各教室とも

先着)1僚で定員になり次第締め切りとなります)

※申し込みと間レ、合わせ 市中央公民館

(市内鎌谷町117-7835-6056番)

教室名 曜日 日寺 間 定員 講師氏名

茶 道 水 午Hll1000~ 20 
裏千家

12. 00 松坂宗頑先生

生 花 木
10 • OO~ 

20 
遠州流

12. 00 渋谷 とく先生

来十 理 木
10 ・ OO~

30 山本 淳先生 i12 • 00 

洋 裁 土
10. OO~ 

20 野呂三枝子先生12 • 00 

着 イ寸 金
10. OO~ 

30 鶴谷公美子先生12 • 00 

盆 幸え 木
18 • OO~ 

20 山本 善蔵先生20.00 

スポーツ 火
10 • OO~ 

60 藤田妙子先生12 • 00 

i!1 道 水
10. OO~ 

25 
東奥書道

12 • 00 日寺田 智子先生

鯵手芸 火
10. OO~ 

20 藤森せつ先生12 • 00 

日本舞踊 金
10. OO~ 何名

藤間綾彩先生12 • 00 でも

ハッチワーク 木
9. 30~ 

20 三上久子先生11 • 30 

英 言苦 土
19 • OO~ 

20 斎藤志仲先生21 • 00 

闘靖国臼磁智I6iF.JOifJ宣蛋車置
平成 5年度確{

疋保険料の申告の時期がきました。
平成6年度概算

。提出期限は 5月 16日です。銀行又は郵便局等

へ提出 ・納付してください。

又、申 告 ・納付が同時に出来ないときは、 申

告書を最寄りの労働基準監督署又は、青森労働

基準局 ・県雇用保険課へ提出しご相談ください。

申告書 受 け付け及び作成指導日程

平成 6年 4月 21日 午前10時 ~午後 3時

場所 西北労働基準協会

青森労働基準局 ・青森県雇用保険課

9 平成6年 4月1日

|許22尚学院五所川原校|
「青森県あすなろ尚学院」は、高齢者の生涯

学習と社会参加活動による生きがいの創造を目

指し、青森県教育委員会が開設している r50歳

からの大学」です。

あなたも、生活 ・文学 ・地域社会学 ・殿境な

ど幅広い分野の体系的な学習を通して、豊かで

みのりある暮らしをしてみませんか。

1 期間 平成 6 年 5 月 ~12月

(lヵ月 4~5 日程度)

2場所 市中央公民館r(市内鎌谷町)

3内容 今年度は「生活Jr文学Jr地域社会学」

「環境」の 4科目を各14時間と各地区

校の自主計画学習 4時間(年間合計60

時 間)及びクラブマ舌動等

4募集人員 50歳以上の方40人(申し込み多数

の場合は抽選となります。)

5 申し込み 平成 6年 4 月 6 日(水)~23 日(土)

6 申し込み先 市教育委員会社会教育課

(内線 250)

l 交通安全は家庭から

県 内 五所川 原市管内

発 1，578  7 8 
主主 (1 0 0) (1 1) 

表E 1 1 。
者 (-8) (- 1) 

者イ~ 2，0 1 7 93 
(207) ( 1 4) 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全一一

県内の交通事故概況 議骸お策協議会
2月 5事計 飲酒運転による死者

1 
(2) 

予生量 563 1，210 死
高齢者の死者

4 
(546) (1，128) 者 (4) 

ソi着(着け用なけ制義まなら務ない人者) 
4 

者E 3 8 の (5) 
者 (8) (12) つ

ト非着用人者) 3 
ち ベ(着けていなかった (5) 

718 1，561 
/レ着けていればわれ助かっ 2 (657) (1，364) ト たと恩 る人 (3) 

( )内は前年。累計は1月から。速報値のため後日変更することがあります。

春の全国交通安全運動
平成 6年4 月 6 日 ~15 日

〈スローガン〉

~ と び だ す な ひと息ついて

みぎ ・ひだり~
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国
民
年
金
が
健
全
に
運
営
さ

れ
世
代
間
の
公
平
な
負
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が
保

た
れ
る
よ
う
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協
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い
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す
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お
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付
加
保
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で
ど
お
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で
す
。
 

交通災害共済に 

家族そろって加入しましよう 
会費】1 人年間 350円 

＊共済期間 月勾戎 6年4月 1日から

平成 7年 3月31日まで 

＊加入申し込み ただいま受イ寸実施中

＊受付窓口 市役所総合サービス課 

または各支所 

＊問い合わせ 市役所総合サービス課

雪35- 2111（内線281・282) 

少年を暴力団から 
守るために 

＊少年を暴力団から守る 
活動強調月間＊ 

1・実施期間 

平成 6年LI月 1 日（金）から 1, 
+7iと二 z」ゴ；名応、二】二二一二 Ilカ月間 
平成 6年4月30日（りまて了」ユノJJ IIH」 

2・重点の推進事項 

くD 家出少年等の発見保護活動 

（②）暴力団が関与する福ネ止犯の検挙 

（③）少年の暴力団離脱・加入防止対策 

五所川原地区暴力追放推進協議会 
五 所 川 原 警 察 署 

『ー～ーーー 

引っこしするときも、 
引っこして来たときも 

最寄りの東北電力へご連絡ください。 

1 連絡先東北電力五所川原営業所（田町） 

L.a0173-35-2151一 

国 民 年 金 
4月から保険料が変わります 

市役所 35 一 2111 

第5回ごしょがわら毎まつり 

議 川柳，大会撫一撫 
1 日日寺 平成 6年4月29日（祝）午後1時 

2 会場 曲水の館（津軽フラワーセンター内） 

※正午に市役所前からバスが出ますクンでご手リ

用ください（無料） 

3 会費 2,000円（懇親会費含む） 

4 宿題 句吐 

「築 く 」中野野泣子選（鶴 田 町） 

「 宴 」斎藤しげる選（板 柳 町） 

「うきうき」成田 一策選（五所川原市） 

5 席題 一題共選 三句吐（選者は当日出席者より） 

6 表彰 宿、席題合点、市長賞以下10位まて三 

一 ※大会終了後懇親会を行います。 

『 ◇問い合わせ 五所川原市役所OBルーム 

（沢田） 胃O173 (35) 2111（内線 323) 

主催 ごしょがわら梅まつり実行委員会 

主管 川柳岩木吟社 

女性のための電気教室 
募集人員’3()名 期間】平成 6年5月～12月ま

で毎月 1回 開催日】原則として毎月第 3木曜

日（ 9月開催日は、14日・水曜日の予定。） 時間： 

午育1110時～12時 会場】東北電力五所川原営業

所（五所川原市田町 113-1）講座内容：カリキュー 

ラムのとおり 申し込み方法】お客さまサーーヒ’ 

ス課（TEL35-2151 ・内線335）へ 電話て沸帝め切り

定員になり次第締め切り 

5月 開 	講 

・開講式 
・オリエンテーション 
・当社の概要説明 
・所内見学および懇談 

6月 
1．電気の基礎知識 
2．スカイワーク 

体験学習 

・簡単な電気知識の
習得 

・高所作業車への塔乗 

7月 

1.電気料金のしくみ 
2．五所川原制御支所の 

見学 

・電気料金の計算方法
など 

・身近な当社施設の
見学 

8月 料 	理 
・2叩ボルト機器に

よる料理 

9月 施設見学会 
・エネルギー関連施設

の見学 

10月 機器の組み立て 
・テーブルタップの

製作 

11月 菓子づ く り 
・クリスマスケーキ

づくり 

12月 
1，閉 	講 

2．コンサートへの参加 

・修了証の授与 

・クリスマス
コンサートへご招待 

つ
】
 

4
 

に

J
 

平成 6年4月1日 10 

35 -2111 

交通災害共済に
家族そろって加入しましょう

市役所

1人年間 350円

平成 6年 4月 1日か ら

平成 7年 3月31日ま で

*加入申し込み ただいま受付笑施中

*受付窓口 市 役 所 総 合 サ ー ビ ス 謀

または各支所

市 役 所 総 合 サ ー ビ ス 諜

([ホJみ1R281・282)

会費:

*共済期間

*問い合わせ

霊宝35-2111 

少年を暴力団から
守るために

*少年を暴力団から守る
活動強調月間 *

ト実施期間

霊能221ゐ目虫色}1カ月!日l

2・重点の推進事項

①家出少年等の発見保護活動

② 暴 力 団 が 関 与 す る 福 祉 犯 の 検 挙

③少年の暴力団離脱 ・加入防止対策

五所川原地区暴力追放推進協議会
五所川原警察署

湾問円以わら⑮わり
シ〈1fill:柳大引会:ぜ 4

1 日時 平成 6年 4月29日(祝)午後 1時

2会場 曲水の館(津軽フラワーセンター内)

※正午に市役所前 からパスが出ますのでご利

用ください(無料)

3会 費 2，000円(懇親会費含む)

4宿題 三句吐

「築く」中野野泣子選(鶴田町)

「 宴 」斎藤しげる選(板柳町)

「うきうき」成田 一策選(五所川原市)

5席題 一題共選 三句吐(選者は当日出席者より)

6表彰 宿、席題合点、市長賞以下10位まで

※大会終了後懇親会を行います。

。 問い 合わせ 五所川原市役所OBノレーム

(沢田) 宮 0173 (35) 2111 (内線 323)

主催 ごしょがわら梅まつり実行委員会

主管 川柳岩木吟社

ゐ一、

-足踏ま砂ÞJ/:I~資1Þr:護護規豆.
募集人 員 :30名 期間 平成 6 年 5 月 ~12月ま

で毎月 1回 開催日 ・原則として毎月第 3木曜

日(9月開催日は、 14日・水曜日の予定。) 時間 :

午前10時~12時 会場:東北電力五所川原営業

所(五所川原市田町113-1) 講座内容 .カリキュ

ラムのとおり 申し込み方法 :お客さまサービ

ス諜(TEL35-2151・内 線335)へ 電話で締め切り

ー定員になり次第締め切り

引っこしするときも、
引っこして来たときも

最寄りの東北電力へご連絡ください。

連絡先 東北電力五所川原営業所(田町)

宮 0173-35-2151

圃圃雪面圃
4月から保険料が変わります

四
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-開講式

5月 開 講
-オリエンテーショ ン

-当社の概要説明

-所内見学および懇談

1.電気の基礎知識 -簡単な電気知識の
6月 2.スカイワーク 習得

体験学習 -高所作業車への塔乗

1.電気料金のしくみ -電気料金の計算.方法

7月 2.五所川原制御支所の など

見学 -身近な当社施設の
見学

8月 料 理
.200ボノレト機器に

よる料理

9月 施設見学 会
-エネノレギ一関連施設

の見学

10月 機器の組み立て
-ァーブ、/レタ ップの

製作

11月 菓子 づ くり
-クリスマスケーキ

づくり

1閉 3蒋
-修了証の授与

12月 -クリスマス
2.コンサートへの参加 コンサートへご招待

10 平成 6f['. 4月 1LI 



みんなの健康教室 
レ日 時 4月22日 （金） 

午後 1日寺 

ン」場 所 市保健センター 

レ講 師 冨 田 重 照先生 

（冨田胃腸科一内科医院長） 

＞テーマ 各種検診と人間ドック 

ン主 催 北五医師会 

市保健協議会 

春の全国交通安全運動 

実施期間〈器蹴器轟農) 10日間 
運動の重点 ①子どもと高齢者の交通事故防止 

②シートベルトの着用の徹底 

③飲酒・無謀運転の追放 

④違法駐車の締め出し 

期間スローガン ＊事故は瞬間ベルトは習慣 

＊見てるだろう 止まるだろう 

人に頼るな 自分の安全 

＊止まるはず老いの甘いが招く事故 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 

I 

市役所 35-2111 

南部地区土地区画整理 
審議会委員当選人決定 

さきに「広報ごしょがわら」 1月15日号でお

知らせした南部地区土地区画整理審議会委員選

挙は、届け出のあった候補者の数が、選挙すべ

き委員の数を超えなかったので、投票は行いま 

・1士んでした。 

土地の所有者から選ば才した審議会委員は次の

とおりです一。 （敬称略） 

葛西良一・ノ」、田桐一雄・小田桐寅・葛西喜一 

・平山日出夫（元町）、工藤秀四郎・本荘実（八

重菊）、渋谷正夫（金山）、外崎勲（烏森）、小田

桐国光（田町） 

D問い合わせ 建設部都市計画課区画整理係 

（内線235) 

ープ口長期技術講習会 
1 目的 婦人の求職者に対し、就業に必要な技術等の講習を実 

施することにより、その就業援助を図ることを目的とする。 

2 実施主体 青森県婦人就業援助センター 

3 後援 五所川原市 青森職業能力開発短期大学校 

4 日時 

自平成 6年 5月25日（水）、午前 9時30分から午後 3時まで 

至平成 6 年 7月15日（金）J21日間（月・水・金） 

5 場所 青森職業能力開発短期大学校 

五所川原市大字飯詰字狐野171-2 

6 応募資格 ワープロの操作法と 3 級の習得を目指し、就業に 

役立てたい、45歳までの婦人で、所定の日程を出席できる人。 

7 募集人員 20人 

8 受講料 無 料（但し教材費 3,000円） 

9 申し込み先 五所川原市働く婦人の家青森県婦人就業援助 

センターに直接来所 相談員雪 35-8898 

10申し込み締め切り 平成 6年4月20日（水） 

11修了証書の交付 所定の講習を終了した者には、閉 

講式において交付する。 

12持参するもの ノート、筆記用具 

「蕗切事故に 
気をつけましよう 

〇 踏切では、必ず一旦止まって左右の安全を確か

めてから通行するようにしてください。 

〇 警報機が鳴り出したら、絶対踏切に入らないよ

うにしましょう。また横断中に警報が鳴り出した場

合は落ち着いてすみやかに渡るようにしてください。 

〇 線路を渡るときは必ず踏切を渡るようにしてく

ださい。線路内歩行はやめましょう。 

〇 線路の上に、石などを絶対置かないようにして

ください。 JR東日本秋田支社五能線営業所 

11 平成 6年4月 1日 

課税台帳の縦覧を！ 
あなたの固定資産を確認してください。 

市では、平成 6年度固定資産課税台帳を次の

日程により縦覧に供します。 

縦覧とは、固定資産（固定資産税、都市計画

税）の課税の基礎となる価格等を、納イ寸書をお

送りする前に、 あらかじめ所有者に確認してル、 

ただくため、期間（20日間）を設け課税台帳を

無料でご覧いただく制度て十ナ。ただし、縦覧期

間以外でもご覧になれますが、有料」となります二 

また、ご覧になった事項及び価格などに不服

がある場合には、 5月 2 日 （月）までの間に固

定資産評価審査委員会に審査の申出をすること

カいできます。 

なお、平成 6年度は、 3年に1度行われる評

価替えの年であり、評価i額が変わります-0) で、 

課税台帳を縦覧しましょう。 

特に、昨年中に家屋を新・増築されたり、土

地を取得された方は必ず縦覧しましょう。 

期間 平成 6年4月1日（金）～平成 6年4月20 

日（水） （土曜日・日曜日は除きます。） 

場可〒 圧所川原市役所 3階 税務課 

問い合わせ 税務課（内線201・206) 

、 

~ 

南部地区土地区画整理 | 
審議会委員当選人決定 | 

さきに「広報ごしょがわら j 1月15日号でお

知らせした南部地区土地区画整理審議会委員選

挙は、届け出のあった候補者の数が、選挙すべ

き委員の数を超えなかったので、 投票は行レ、ま

せんでした。

土地の所有者から選ばれた審議会委員は次の

とおりです。(敬称略)

葛西良一 ・小田桐一雄・小田桐宵 ・葛西喜一

・平山日出夫(元町)、工藤秀四郎 ・本荘実(八

重菊)、渋谷正夫(金山)、外崎勲(烏森)、小田

桐国光(田町)

じ〉問い合わせ 建設部都市計画課区画整理係

(内持泉 23 5) 

厩~毒UE沼iuE毒草書置
1目的 婦人の求職者に対し、就業に必要な技術等の講習を実

施することにより、その就業援助を図ることを目的とする。

2実施主体 青森県婦人就業援助センター

3後援 五所川原市青森職業能力開発短期大学校

4日時

自平成6年5月25日(水)、午前9時30分から午後3時まで

至平成6年7月15日(金)J 21日間(月・水・金)

5場所 青森職業能力開発短期大学校

五所川原市大字飯詰字狐野171-2

6応募資格 ワープロの操作法と 3級の習得を目指し、就業に

役立てたい、 45歳までの婦人で、所定の日程を出席できる人。

7募集人員 20人

8受講料 無料(但し教材費 3，000円)

9申し込み先 五所川原市働く婦人の家青森県婦人就業援助

センターに直接来所相談員 宮 35-8898

10申し込み締め切り 平成6年4月20日(水)

11修了証書の交付 所定の講習を終了した者には、閉

講式において交付する。

12持参するもの ノート、筆記用具

踏切事故に
気をつけましょう

0 踏切では、必ず一旦止まって左右の安全を確か

めてから通行するようにしてください。

0 警報機が鳴り出したら、絶対踏切に入らないよ

うにしましょう。また横断中に警報が鳴り出した場

合は落ち着いてすみやかに渡るようにしてください。

O 線路を渡るときは必ず踏切を渡るようにしてく

ださい。線路内歩行はやめましょう。

0 線路の上に、石などを絶対置かないようにして

ください。 JR東日本秋田支社五能線営業所

11 平成6年4月 1日

市役所 35 -2111 

( 課税台帳の縦覧を-
あなたの固定資産を確認してください。

市では、平成 6年度固定資産課税台帳を次の

日程により縦覧に供します。

縦覧とは、固定資産(固定資産税、都市計画

税)の課税の基礎となる価格等を、納付蓄を お

送 りする前に、あらかじめ所有者に確認してい

ただくため、期間 (20日間)を設け課税台帳を

無料でご覧いただく制度です。た だ し縦覧期

間以外でもご覧になれますが、有料となりますユ

また、ご覧になった事項及び価格などに不服

がある場合には、 5月 2日(月)までの聞に固

定資産評価審査委員会に審査の申出をすること

ができます。

なお、平成 6年度 は、 3年に 1度行われる評

価 替えの年であり、評価額が変わりますので、

課税台帳を縦覧しましょう。

特に、昨年中に家屋を新 ・増築されたり、土

地を取得された方は必ず縦覧しましょう 。

期間 平成 6 年 4 月 1 日(金)~平成 6 年 4 月 20

日(水) (土曜日・日曜日は除きます。)

場所 五所川原市役所 3階税務課

問い合わせ 税務課(内線201・206)

みんなの健康教室

b日時 4月22日(金)

午後 1時

じ>場 所 市 保 健 セ ン タ ー

b講師 富 田 重 照 先 生

(冨田胃腸科内科医院長)

じ〉テーマ 各種検診と人間ドック

b主 催 北 五 医 師会

市保健協議会

春の全国交通安全運動
r平成6年4月 6日(水)から、

実施期間 (~~: : ，.:_ : / ~ ~~r- : :': ': '''1--=: ) 10日間
、平成6年 4月15日(金)まで r

運動の重点 ①子どもと高齢者の交通事故防止

②シートベノレ トの着用の徹底

③飲酒 ・無謀運転の追放

④違法駐車の締め出し

期間スローガン *事故は瞬間ベノレトは習慣

*見てるだろう止まるだろう

人に頼るな自分の安全

*止まるはず老いの甘いが招く事故

五所川原市交通安全対策協議会・ 五所川原警察署



平成6年度 

 

狂犬病予防注射 

 

登録しなかったり注射を受けなかったりしますと、狂犬病予防法違反で罰則の対象となります。 

月日 場 	 所 時 	間 興
  

場 	 所 時 	間 

鷺鷲 前田野目 西 塚 商 店 前 9 : 30~ 9 : 50 

4
月
2
2a
囲
 

十 集 	会 	所 	前 9 : 20~iD : 00 
糾
「
 4
月
1
I
S
a
囲
 

派 	立 新 谷 勝 男 宅 前 10 : 00-40 : 20 漆 神 	社 	前 10 : 10-10 : 40 
高 	野 高野文化センター前 10 : 30~il 】 00 吹 	畑 毛 内 光 春 宅 前 10 】 50~li 】 05 

I, 神 	社 	前 ii: 10~il : 30 唐 笠 柳 T 	字 	路 ii: 15~li : 30 
持 子 沢 集 	会 	所 	前 11: 40-12 : 00 石 	岡 寺 田 清 輝 宅 前 U: 40-42 : 00 
羽野木沢 コ ミ セ ン七和前 13 : 30-14 : 00 米 	田 対 馬 精 米 所 前 13 : 20-13 : 50 

原 	子 コミュニテイハウス原子前 14 : 10-'--14 : 40 金 	山 児 	童 	館 	前 14 : 00-44 : 30 

俵 	元 農産物加工センター前 14 】 50-45 :10 水 野 尾 集 	会 	所 	前 14 : 40-15 : 00 

4
月
1
8日
卿
 

豊 	成 り ん ご 倉 庫 前 9 】 30へノ 9 】 50 月
日
り
  

4
?
4
1
 

 

岩木町ほか

市内全域対象 
市 役 所 玄 関 前 

9 : 30~li : 30 

福 	山 農産物加工センター前 10 : 00~b0 : 20 13 : 00~is : 00 

野 	里 野 里 公 民 館 前 10 : 30~li: 00 

4
月
2
5a
回
 

種 	井 集 	会 	所 	前 9 : 30~ 9 : 40 

神 	山 松 野 商 店 前 11:10~li: 30 山
  

コ ミ セ ン中川前 9: 50~b0 : 20 

松 野 木 長 尾 商 店 前 13 : 00-13 : 20 沖 飯 詰 中央農協倉庫前 10 : 30~b0 : 50 

福 	岡 佐 々 木 商 店 前 13 : 30-13 : 50 桜 	田 神 	社 	前 11: 00~li : 20 

若 	山 集 	会 	所 	前 14 : 00-14 :15 毘 沙 門 毘 沙, 門 十 文 字 13 : 00-13 : 20 

戸 	沢 斎 藤 精 米 所 前 14 : 25-14 : 45 ガ 泉 谷 正 志 宅 前 13 : 30-13 : 50 

4
月
1
1
9
a
因
 

浅 	井 ドライブイン横綱前 9 : 30~ 9 : 50 長 	富 消防セ ンター前 14 : 00~i4 : 20 

中 	泉 集 	会 	所 	前 10 : 00~b0 : 20 共 	栄 集 	会 	所 	前 14 : 30~l4 : 40 

梅 	田 コ ミ セ ン梅沢前 10 : 30~li : 00 

4
月
2
6日
閃
 

高 	瀬 集 	会 	所 	前 9 : 20~ 9: 50 
I, 成 田 理 容 所 前 11:10~il: 30 鶴 ケ 岡 コ ミ セ ン三好前 10 : 00~b0 : 40 

みどり町 コ ミ セ ン 栄 前 13 : 00-14 : 30 上 藻 川 農 協 倉 庫 前 10 : 50~il 】 10 

4
月
2
0a
水
 
轟
「
 
 

湊 湊団地集会所前 9: 00~ 9 】 50 下 藻 川 消 防 屯 所 前 ii: 20~il : 50 

姥 	落 神 	社 	前 10 : 00~b0 : 20 田川・芭蕉 田 川 集 会 所 前 13 : 00-13 : 20 

稲実団地 竹 内 鉄 工 所 前 10 : 30~b0 : 50 若 	葉 森 	の 	家 	前 13 : 30-14 : 50 

稲 	実 消 防 屯 所 前 ii: 00~li: 15 新 宮 町 集 	会 	所 	前 15 : 00-15 : 30 

広田柳沼 全 日 開 発 協 ii: 25-12 : 00 

4
月
2
7a
因
 

田園調布 藤 巻 商 店 前 9: 00~ 9 : 30 

南 広 田 みなみ広田町内会集会所前 13 : 20-13 : 50 ッ 谷 中 央 公 民 館 前 9: 40~b0 : 30 

広 	田 市農協栄支所前 14 : 00-14 : 30 松 島 町 松 島 会 館 前 10 : 40-12 : 00 
4可二一舞 

七 ッ 館 消 防 屯 所 前 14 : 40~i5 : 00 鎌 谷 町 鎌谷町防災センター前 13 : 00-13 : 50 

4
月
2
1a
因
 

桃 	崎 ノべ 	ス 	停 	前 9:15~ 9: 30 田町・栄町 白 衣 神 社 前 14 : 00-14 : 30 

石 	畑 集 	会 	所 	前 9 】 40~ 9: 55 平 和 町 富士見コミセン前 14 : 40~is : 30 

馬 	性 集 	会 	所 	前 10 : 05~b0 :15 ，麟 下平井町 福 祉 会 館 前 9: 30-10:l0 

平 	町 集 	会 	所 	前 10 : 25~b0 : 40 「年

月
2
8a
困
 

敷島一雛田 コミセンしきしま前 10 : 20~li : 00 

興 	隆 消 防 屯 所 前 10 : 50~il :10 旭 	町 斎 勝 駐 車 場 11:10~li: 30 

飯 	詰 秋 元 商 店 前 11: 20-12 : 00 末 広 町 保 	健 	所 	前 13 : 00-14 : 00 
I, コ ミ セ ン飯詰前 13 : 30-14 : 20 小 	曲 秋 田 谷 旅 館 前 14 】 b0~l4 】30 

下 岩 崎 集 	会 	所 	前 14 : 30-15 : 00 I, 農村婦人の家前 ”山鮪‘ぐのon nji4 お～li00 集 14 】 40~i5lo0 

◇犬の登録および狂犬病予防注射は年1回です。 

区 分 金 額 

注射 手数 料 2, 830円 

登 録 料 2, 200円 

計 5, 030円 

平成 6年 4月 1日 12 

苦 
情 
が 
出 
て 
し、 
ま 
す 

犬 
の 
放 
し 
飼 
し、 

は 
や 
め 
ま 
し 
よ 
う 0 

犬 
の 
フ 
ン 
は 
飼 
し、 
主 
が 
始 
末 
し 
て 
く 
だ 
さ 
し、 

0 
／ー、 

散 
歩 
に 

都合の良い場所で受 Iナることが出来ますが、時間等 互

が大幅に変更されていますので、もう一度お確かめく 在

ださい。また、 4月24日（日曜日）にも市内全域を対参

象として、市役所玄関前に於いて実施しますのでご利 く 

用くださレ、。なお、この日程表にはスペースの関係で誓 

市内全町名を掲載できませんので、お近くの実施場所 S 
ー , , ． ーー  

においでくたさるよつ才う願レルソこしま丁。 

＊守りましょう 

飼い主のエチケット＊ 

i 華麗重要⑧議事警華麗韓議事事属議I~I
登録しなかったり注射を受けなかったりしますと、狂犬病予防法違反で罰則の対象となります。

苦
情
が
出
て
い
ま
す
。

月日 制，.日 所 H年 間 月日 場 ili 日寺 nn 
前田野目 西塚商底前 9: 30~ 9: 50 十 }II 集 τ4E 3h m ~rJ 9: 20~1O : 00 

派 立 新谷勝男宅前 10 ・ 00~10 : 20 漆 } 11 宇中 社 前 10 ・1O~1O : 40 

4 両 野' 両野文化センター前 10 : 30~11 : 00 4 吹 畑 毛内光春宅前 10: 50~11: 05 
月

" 神 社 前 11 : 1O~11 : 30 月 唐笠柳 T 字路 11 : 15~11 : 30 
15 

持子沢 集 d2h 2Z 所 前 11 : 40~12 : 00 
22 
石 岡 寺田清輝宅前 11 : 40~12 : 00 白 B 

(鉛 羽野木沢 コミセン七和前 13 : 30~14 : 00 (創 米 回 対馬精米所前 13 : 20~13 : 50 

原 子 コミュニティハウス原子前 14 : 1O~14 : 40 金 山 ノ!日L 羽H白! 館 前 14 : 00~14 : 30 

俵 フE 農産物加工センター前 14 : 50~15 : 10 水 里 子 尾 集 dコEh 所 前 14 : 40~15 : 00 

豊 成 りんご倉庫前 9 ・ 30~ 9: 50 4月 岩木町ほか 9: 30~11 : 30 

福 農産物加工センター前
24日

市内全峻対象
市役所玄関前

山 10 : 00~10: 20 (日) 13: 00~15: 00 

4 野 里 野里公民館前 10 : 30~11 : 00 種 井 集 コd=bzh 所 前 9: 30~ 9: 40 
月 神 山 松野商厄前 11 : 10~11 : 30 川山 コミセン中川市l 9 : 50~1O : 20 
18 

松野木 長尾商庖前 13 ・ 00~13 : 20 沖飯詰 中 央 農 協 倉 庫 前 10 ・ 30~1O : 50 日 4 
(月) 福 岡 佐々 木商庖前 13 : 30~13 : 50 月 桜田 神社前 11 : 00~11 : 20 

若 山 集会 所 前 14 : 00~14 : 15 
25 

毘沙門 毘沙門十文 字 13 : 00~13 : 20 日

戸 沢 斎藤精米所前 14 : 25~14 : 45 (月)
" 泉谷正志宅前 13 : 30~13 : 50 

浅 井 ドフイブイン横綱前 9: 30~ 9: 50 長 富 消 防 セ ン タ ー 前 14 : 00~14 : 20 
4 中 泉 集 ヨiエ〉 所 前 10 : 00~1O : 20 共 栄 集 ぷヨエ〉‘ 所 前 14 : 30~14 : 40 
月
19 梅 回 コミ セン梅沢前 10 ・ 30~11 : 00 同 瀬 集 £ヨミ〉 所 前 9: 20~ 9: 50 
臼

" 成田理容所前 11 : 1O~11 : 30 鶴ヶ岡 コ ミ セ ン ニ 好 前 10 ・ 00~10 : 40 
(火)

みどり町 コミセン栄前 13 ・ 00~14:30 4 上藻川 農協倉庫前 10: 50~11: 10 
月

湊 湊団 地 集会所前 9: OO~ 9: 50 26 下藻川 I問 防屯所前 11 : 20~11 : 50 

姥 活 キ申 社 前 10 : 00~10: 20 日
回川 ・芭蕉 田川集会所帯l 13 : 00~13 : 20 

(lk) 

4 稲実団地 竹内鉄工所前 10 : 30~10: 50 4右- 茶- 森 の 家 前 13 : 30~14 : 50 

月 稲実 消 防 屯 所 前 11 : 00~11 : 15 新宮町 集 τtE h 所 前 15 : 00~15 : 30 
20 

広田柳沼 全日 開 発 協 11 : 25~12 : 00 田園調布 藤 巻 商居前 9 : OO~ 9: 30 日
(病 南広田 みなみ広田町内会集会所前 13 : 20~13 : 50 4 ー ッ 谷 中央公民館前 9 : 40~10 : 30 

広 田 市農協栄支所前 14 : 00~14 : 30 月 松島町 松島会館前 10 : 40~12 : 00 

七ッ館 消防屯所前 14: 40~15: 00 
27 

鎌 谷 町 鎌谷町防災センター討l 13 : 00~13 : 50 日

桃 崎 ノ苛 ス 停 前 9: 15~ 9: 30 (水) 回田T・栄町 白 衣神社前 14: 00~14: 30 

石 土岡 集 τtE h 所 前 9: 40~ 9: 55 平和町 富士見コミセン前 14 : 40~15 : 30 

4 馬 性 集 ぷコ2コhZ 所 前 1O :05~10 ・ 1 5 下平井町 福祉会館前 9: 30~1O : 10 

月 平 町 集 之τE〉ー 所 ~rJ 10: 25~10 : 40 4 敷島・雛回 コミセンしきしま前 10: 20~11: 00 
21 

興 隆 消防屯所前 10 ・ 50~11 : 10 月 旭町 斎勝駐車場 11 : 1O~11 : 30 日
(刻 飯 雪ロ土ロ 秋 元商庖前 11 ・ 20~12 : 00 

28 
末広町 保健所前 13 : 00~14 : 00 日

" コミセン飯詰前 13 : 30~14 : 20 (ポ 曲 秋田谷旅館削 14 : 10~14 : 30 

下岩崎 集 3t=h ζ 所 前 14 : 30~15 : 00 " 農 村 婦 人 の 家 前 14 : 40~15 : 0。

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

区 分 金 額

注射手数料 2， 830円

登 録 来十 2， 200円

言十 5， 030円

犬
の
フ
ン
は
飼
L¥ 

主
力t

始
末
し
て
く
だ
さ
し1。
〆ー、

散
+長

---
lま
袋

都合の良い場所で受けることが出来ますが 時間等 主

が大幅に変更されていますので もう一度お確かめく 詩

ださい。また、 4月24日 (日曜日)にも市内全域を対 表
三会'

象として、市役所玄関前に於いて実施しますのでご利 く

用ください。なお、この日程表にはスペースの関係で だ

市内全H怖を掲載で、きませんので、お近くの実施場所 三

においでくださるようお願いいたします。 -。
、../

* ~f りましょう
制い主のエチケット*
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。犬の登録および狂犬病予防注射は年 1巨lです。



ra月卯肖 
	' 

、市役所 ff35 -  ユ111 ー 

身勃農り健康相談室 

開催場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間 

コミコ．ニテイ

センター梅沢 
4 月11日 

（月） 

1o:oo- 
12:00 

がん予防は積極的な
姿勢から 

(10 : 30-11 : 00) 

南新集会所 
4 月11日 
（月） 

12:30- 
13:30 

コミュニテイ
センター三好 

4 月11日 

（月） 

11:00-- 
12:30 

たばこをやめたい方
大集合 'I 
(12 : 00-12 : 30) 

中泉公民館 
4 月12日 
（火） 

12:00- 
13:00 

がん予防は積極的な
姿勢から 

(12 : O0-12 : 30) 

藻川公民館 
4 月13日 
（水） 

0
2
 
0

・
・
 
 

、
3
0
 

 

たばこをやめたい方
大集合グ 
(12 : 00-12 : 30) 

稲実集会所 
4 月14日 

（木） 

10:30- 
12:00 

若がえりの健康づくり 
(11 : 30-12 :00) 

コミ二1．ニテイ
センター敷島 

4 月18日 

（月） 

13:00- 
15:00 

毘沙門・長富 
コミコ．ニテイ 
セ ン タ ー 

4 月20日 
（水） 

10:30- 
12:00 

ウオーキングが効く 
(11 : 30-12 : 00) 

松島会館 
4 月20日 
（水） 

10:00- 
11:30 

石畑集会所 
4 月21日 

（木） 

12:30- 
14:00 

さわやかな朝をむか 
えるために自律訓練 
法をおぼえましよう 
(13 : 30-14 : 00) 

コミュニテイ
センター栄 

4 月21日 
（木） 

子供の I 相談（10:00-12:00) 
成人病（ 7)相談（13:00-14:00) 

若山公民館 
4 月21日 
（木） 

13:00- 
14:00 

更年期障害を治すコッ 
(14 : 00-14 :30) 

沖飯詰集会所 日  腰
団  
1
0
:
3
0
-
 

1
2
:
0
0
 

高 	野 
文化センター 

4 月22日 
（金） 

10:30- 
12:30 

がん予防は積極的な
姿勢から 
(11 : 00~li : 30) 

、
、、

、ノ 

一 

一 一 

コ

セ 

ュ
タ テ飯 イ社

叩 

日
  

腰
(
)
 

 

0
 
0

・
・
 

 

0
2
  

、
0
0
 

 

金山昭和館 
4 月22日 
（金） 

12:30- 
14:00 

さわやかな朝をむか 
えるために自律訓練 
法をおぼえましよう 
(13 : 30-14 : 00) 

野呂理恵ちゃん （鎌谷町） 

母・正子さノi- 10カ月過ぎから歩き始めま

した。 なんでもよく食べて、育てやすい子です。 

最近人見知りも、だいぶよくなってきました。 

これからは、元気に、みんなで仲よく遊べる

子一になってくれればーと思lっています。 

献血 
＊献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方全員に、肝臓、腎臓

等の内臓機能の働きを調べる丘II.液検査を行い、 

後日結果をお知らせします。 

期 日 時 	間 場 	所 

4 月 7 日 

（木） 

午前 9 時30分から

午前10時まで 
前田野目公民館前 

午前10時15分から 

正午まで 

高野文化センター 

前 

午後 1時15分から

午後 4 時まで 
七和農協前 

成分献血 
J戎分献血は、 より効果的な輸血一治療のために

必要な血液成分だけを献血していただく方法て了

す。そのため、」血液の中から〔血衆・血小板〕を

いただき「赤血球など」の成分はお返しします。 

希望者は4月6日まで保健環境課へご連絡願

います。 

期 	日 時 	庸］ 場 	所 

4 月 8 日 

（金） 

午前10時から
午後 3時まて5 

市保健センター 
1階 

13 平成6年4月1日 
	

保健環境課 内線 268・272 

CD月 1JD 月

市役所信35-2官官官

!勺合.，り健康相談室|

開催 IL;所 開催nn開催時間 おはなしのテーマとH糊

コミュニティ 4月11日 10・00- がん予防は秘極的な |

センター侮沢 (11 ) 12目。。 姿勢から
(10 : 30-11 : 00) 

F街新集会所
4) J 11 R 12:30-
(月) 13:30 

コミュニティ 4月11[1 11:00- たばこをやめたい)J

センタ一三好 (月) 12:30 
大集合 H

(12 : 00-12 : 30) 

4月12日 12:00- がん予防は松居的な
中泉公民館

(火) 13・00 姿勢から
(12 : 00-12 : 30) 

4月13日 1] :00- たばこをやめたい方
藻川公民館

(水) 12:30 
大集合 /f

(12・00-12:30) 

稲実集会所 4 H 14" 10・30- 若がえりの健康づくり
(木) 12:00 (11 : 30-12 : 00) 

コミュニティ 4月18日 13:00-
センター敷島 (同) 15・00

毘沙門・長富
4 FJ 20日 10・30- ウォーキングが効く

コミュニティ
(水) 12:00 (11 : 30-12 : 00) 

センター

松島会館
4月20日 10:00-
(;J() 11:30 

さわやかな朝をむか

石畑集会所
4月211J 12: 30- えるために自律訓練
(木) 14:00 法をおぼえましょう

(13 : 30-14 : 00) 

コミュニティ 4月211J 子供の相談(10・00-12・∞)
センタ一栄 (木) 成人病の相談(13・∞-14∞)

オ寺山公民館
4月21日 13・00- 更年期障害を治すコツ
(木) 14:00 (14 : 00-14 : 30) 

i'i'飯詰集会所 4 H 22日 10・30-
(金) 12:00 

高野 4月22日 10・30- がん予防は政極的な

文化センター (金) 12: 30 ヨ2勢から
(11 : 00-11 : 30) 

コミュニティ 4月22日 10・00-
センター飯詰 (金) 12:00 

さわやかな朝をむか

1;:山昭和l館
4 f-J 22日 12:30- えるために自律訓練7 
(金) 14:00 j去をお[まえましょ

(13 : 30-14 : 00) 

13 平成6年 4月 1~I 保健環境課

のびのび赤ちゃん・満1歳

(鎌谷町)

母・正子さん 10ヵ月過ぎから歩き始めま

した。 なんでもよく食べて 、育 て や す い 子 で す。

最近人見知りも、だいぶよくなってきました。

これからは、元気に、みんなで仲よく遊べる

子に な っ て く れ れ ば ー と 思 っ て い ま す。

闘.i珊
*献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方全員に、肝臓、腎臓

等の内臓機能の働きを調べる血 液検査を行い、

後日結果をお知らせします。

j事l 1=1 H寺 /lrJ 場 月Ii'

午前 9時30分から
前田野目公民館前

午前10時まで

4月 7日 午前10時15分から 高野文化センター
(木) 正午まで 前

午後 111寺15分から 七和農協前
午後 4時まで

E狸摺繭ii珊
成分献血は、より効果的な輸血治療のために

必要な血液成分だけを献血していただく万法で

す。そのため、血液の中から〔血柴 ・血小板〕を

いただき「赤血球など」の成分はお返しします。

希望者は4月 6日まで保健環境課へご連絡願

いま す。

内線 268・272

日.Ji' r.~1 

午前10時から
午後 3時 まで

場 所

市 保 健 セ ン タ ー
1階
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第5回 ごしょカミわら梅まつり 
4 月20日（水）~5月 5 日（木） 
津軽フラワーセンター梅林（市内神l」」） 

期
場
 

会
 

会
主
 

イベント 
〇 4 月20日（水） 

幼稚園・保育所コンサート （開会式後） 

くフ 4 月23日（土） 

県下短歌大会 

〇 4 月24日（日） 

一 	“ミス津軽平野”さわやかコンテスト、 ミ 

ス津軽平野撮影会 （写真の部、 ビデオカメ 

ラの部）、 県下俳句大会 

〇 4 月29日（金） 

III柳大会 

〇 5 月1 日（日） 

県下チヤレンジ・ザ・ゲーム公認記録大会 

（二つ 4 月20日、24日、5 月1日 

野 点 

〇 4 月20日～ 5 月 5 日 

一般投句 

〇 4 月20日～ 5 月16日 

小学校図画コンクール、写真コンテスト 

募集躍 
@“ミス津軽平野”さわやかコンテスト出場者募集 
）開催日時 4 月24日（日） 午前 9 時30分 

>開催場所 曲水の館 （津軽フラワーセンター） 

＞応募資格 満18歳以上の未婚の女性ジで津軽地 

r 方に住んでいる方。 

レ応募方法 所定の申し込み書による。 

レ応募締め切り 4 月15日（金） 

）賞 ミス津軽平野クイーン 1 名 （賞金10万円・ 5 万 

円相当の旅行券‘スーツ 1 着・トロフィー等）。 ミス 

津軽平野 2 名（賞金 5万円・スーツ 1 着・トロフイー 

等）。 参加者全員に記念品を贈呈。 

⑥県下チャレンジ・ザ・ゲーム公認記録大会出場者募集 

＞日時 5 月 1 日（日） 午前10時開始 

レ会場 フラワーセンター梅材こ 

ン参加資格 県民ー般 （年齢を問いません） 

レ参加料 無料 ＞賞品 豪華賞品多数有り 

レ競技種目 ①キャッチング・ザ・スティツク 

②グループバンブー・ダンス 

③口ープ・ジャンピング “10" 
（④バー‘ジャンプ （⑤サークル・ジャンフ 

ン申し込み締め切り 4 月25日（月） 

⑨小学校図画コンクール作品募集 
ンテーマ フラワーセンター梅林に関するもの 

一であれJば自由。 

レ応募資格 小学校の生徒であればどなたでも 

」応募できます。 

ン応募方法 ①画用紙 「四ッ切り大」 に 「学校 

名」 「学年」 「氏名」 「テーマ」を明記した自作 

の」応募票を貼付。 

）募集期間 4 月20日（水）~5月16日（月） 

⑥写真コンテスト作品募集 
ン題材 風景の部・人物の部 （フラワーセンタ 

ー梅林に関するものであれば自由） 

ン応募方法 （①）力ラー・モノク口とも四ッ切り

プ I) ント （’フイ ド匹】ッ t;1］りを含む％糸且写：真可。 

未発表のもの。 （②）作品裏面に「テーマ」「住所」 

「氏名」「電話番号」 を明記した自ィ乍C))応募票

を貼付。（作品は返却しません。） （③）入賞者に

はネガを提出していただきます。 

ン募集期間 4 月20日（水）~5月16日（月） 

※出場及び応募についての申し込み・問い合わせ 

市商工観光課（835 - 2111番 内線259・260番） 

梅まつり実行委員会（フリーダイヤル0120-4931 -05) 

平成 6年 4 月Ul l4 

..， 

仰の梯あら
• 

今、真つ虚り f

l第5回ごしょがわら梅まつり目
-6... 

= 其月 4 月 20日〈水)~ 5月 5日〈木〉

主会場 津軽フラワーセンタ一梅林〈市内神山〉

|イベント 1

04月20日(水〉

幼稚園・保育所コンサー卜 〈開会式後〉

04月23日〈土〉

県下短歌大会

04月24日〈日〉

“ミス津軽平野"さわやかコンテス ト、 ミ

ス津軽平野撮影会 〈写真の部、 ビデ オカ メ

ラの部〉、 県下俳句大会

04月29日(金〉

川柳大会

05月 1日(日〉

県下チャレ ンジ ・ザ・ゲーム公認記録大会

04月20日、 24日、 5月 1日

野点

0 4 月 20 日 ~5 月 5 日

一般投句

0 4 月 20日 ~5 月 16 日

小学校図画コンクール、写真コンテスト

|募集I1
0“ミス津軽平野"さわやかコンテスト出場者募集
仁>開催日時 4月24日〈日 〉 午前 9時30分

じ〉開催場所 曲水の館 〈津軽フラワーセンター〉

じ〉応募資格 満 18歳以よの未婚の女性で津軽地

方に住んでいる方。

[>応募 方法所定の申 し込み書による。

じ〉応募 締め切り 4月 15日〈金〉

じ〉貧 ミス津軽平野クイーン 1名 (賞金10万円 ・5万

円相当の旅行券・スーツ 1着・トロフイ一等)。 ミス

津軽平野2名 (賞金 5万円・スーツ 1着・トロフィ一

等)。 参加者全員に記念品を贈呈。

。 県下チャレンジ・ザ・ゲーム公認記録大会出場者募集

[>日時 5月 1日(日〉午前10時開始

仁〉会場 フラワーセンター梅林

じ〉参加資格 県民一般〈年齢を聞いません〉

仁>参加 料無料 b賞 品豪華賞品多数有り

仁〉競技種目 ① キャッチング・ザ・スティック

② グループパンブー・ダンス

③ ロープ・ジャンピング “10"

④ パー ・ジャンプ ⑤ サークル・ジャンプ

仁>申し込み締め切り 4月25日〈月〉

..、 _ ， .. ... ，. ，.. 
1 

一・ j'....."..柵{
r寸......o・酬 i酬醐フラトセンター・田町 E 同 和

。小学校図画コンクール作品募集
bテーマ フラワーセ ン ター梅林に関するもの

であれば自由。

b応募資格 小学校の生徒であればど な た で も

応募できます。

b応 募 方 法 ① 画用紙「四 ッ切り大」に「学校

名 J r学年J r氏 名 J rテーマ」を明記した自作

の応募票を貼付。

b募集期間 4 月 20 日〈水)~ 5月 16日(月 〉

O写真コンテスト作品募集
b題材風景の部・人物の部 〈フ ラ ワ ー セ ン タ

一 梅 林 に 関 す る も の で あ れ ば 自 由 〉

b応募方法 ① カラー・モノク口とも四ツ切り

プリント 〈ワイド四ッ切りを含む〉。組写真可。

未発表のもの。②作品裏面に「テーマ Jr住所」

「氏名Jr電話番号」を明記した自作の応募票

を貼付。〈作品は返却しません。〉 ③ 入賞者に

はネガを提出していただきます。 .

b募 集 期 間 4 月 20 日〈水)~ 5月 16日〈月〉

※出場及び応募についての申し込み・問い合わせ

市商工観光課 (335-2111番内線259・260番)

梅まつり実行委員会(フリーダイヤル0120-4931 -05) 

平成6年4月 1日 14 
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